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A B S T R A C T

Now a days many people arc studying 公 xide supercnducting materials. We 

want to make cavities  vith  superconducting oxide, so we are no对 trying 

to make thin fo iIs  of superconducting oxide, and to do the experiment for 

radiational damage of Y-Ba-Cu-0 samples to understand their electric  

characteristics.

セ ラ ミ ッ ク 超 伝 導 空 胴 の 基 礎 砑 究 （I )

1 •序

こ の 研 究 は 、現 在 開 発 が さ か ん に 行 わ れ て い る 超 伝 導 酸 化 物 を 加 速 空 胴 に 応 周 す る た め の 、基  

礎 研 究 と し て 、超 伝 導 膜 の 作 製 と 、超 伝 導 酸 化 物 が 、放 射線 に より  

う ける 影 響を 電 気 特 性 を 池 (定 す る こ と に よ り 、理 解 す る も の で あ る ，

2 . 超 伝 導 膜 の 作 製

超 伝 導 膜 の 作 製 方 法 に は 、ス パ ッ 夕 法 、真 空 蒸 着 法 、有 機 溶 媒 に よ る 、ス ク リ ー ン 印 刷 法 、ス 

ブレーパ イ ロリシ ズ 法 、ア ー ク 放 電 法 な どがあ り 、今 回 は 、 こ れ ら の 方 法 の う ち ス パ ッ 夕 法 、真  

空 蒸 着 法 、 ア ー ク放 電 法 に よ る 膜 の 製 作 を 行 い 、 こ の う ち の ス バ ッ タ 法 、 真 空 蒸 着 法 、ア ー ク 放  

電法 で 作 製 し た Y  — В a — С  u — О 系 薄 膜 の 成 分 比 を ラ ザ フ ォ 一 ド 後 方散乱実 験 に より 測 定 し た • 
カ ー ボ ン バ ッ キ ン グ に ス パ ッ 夕 法 で 薄 膜 試 試 料 を 作 製 し た 場 合 の RBSス べ ク ト ル を 図 1 に 、アルミ 

フ ォ イル バ ッ キ ン グ に 電 子 ビ ー ム 蒸 着 法 で 薄 膜 試 料 を 作 製 し た と き の ス べ ク ト ル を 図 2 に 示 す •

Basic study of ceramic superconductor cavity



スパッ夕法

スパッ夕法が、 Y i B  a 2 C u 3〇h の成分比に近い状態で膜を形成することと、RF空胴の場合 
表靣のなめらかさが問題となりスパッ夕法は表面がなめらかに膜を形成することも理解でぎたの 
でスパッ夕法による超伝導膜の研究を行っている，しかしスパッ夕法では膜の製作には時間がか 
かり、厚い膜を作りにくく下の基板の影響も大きく受け安い• 現在では完全な超伝導膜は、まだ 
できていない。

スクリーン法

次に、Y  — В a — Си—〇系酸化物をブ 
ロ ビ レ ン グリコ ー ル に溶かして、アルミナ 

基盤に印刷するスクリーン印刷について述 
ベ る • 現在では1 7 バm の厚さの超伝導膜 
の作製に成功しているが、普通のスクリー 
ン印刷は、空胴のような形状をしているも 
のには印刷しにくいので、刷毛で塗り、寘 
空中で加熱しながら完成させる法をとり、 
その後、炉中で加熱して作製する， しかし、 
スクリーン法では、表面に凹凸がありきれ 
いにできないので、スクリーン法でできた 
膜の上にスパッ夕法による膜を重ねた超伝 

導複合膜の開発も行っている々
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1 7 パ m の 厚 さ の ア ル ミ ナ バ ッ キ ン グ の Y — В а —  С и—Оの 抵 抗 と 温 度 の 関 係 を 図 3 に 示 す •

3 超伝導酸化物の照射損傷実験

加 速 器 空 胴 と し て 超 伝 導 酸 化 物 を 使 用 す る 場 合 、放 射 線 に よ る 損 傷 が 問 題 に な る の で 、今回は  
Н とN +を バ ル ク の Y lB  3L2C  US〇7-xに 照 射 電 流 の 量 を 変 え て 照 射 し 、そ の 影 響 の 度 合 を 抵  

抗 と Й 度 の 関 係 で 測 定 し た •
東 工 大 バ ン デ グ ラ フ に お い て 液 体 窒 素 温 度 に 冷 却 可 能 な 照 射 散 乱 榴 に 3 M e V H  e ' イ オ ン と2 

M e V N  +イ オ ン を 0 . 1〜 数 w A 照 射 す る 実 験 を 行 っ た • （図 4 ) タ ー ゲ ッ ト 試 料 は 2 0 m m 公、 

厚 さ 2 〜 3 m m の Yi В агС и зО7-хを 使 用 し 、 照 射 量 をН с ♦ビームで2 0 ， 4 0 ， 6 0 ， 80, 

1 0  O m C / 2  c m 2 ま たN ♦ビームでは3, 5 m C / c m 2に し て 、照 射 の 前 後 に 4 端 子 法 に よ り 、 

電 気 抵 抗 を 測 定 し た ，実 験 前 の サ ン ブ ル の 電 気 抵 抗 と 温 度 の 閧 係 の グ ラ フ を 図 5 に 、 H e  ♦ビーム 

を 6 O m C 照 射 し た も の を 図 6 に 、同 じ く 1 O O m C 照 射 し た も の を 図 7 に 示 す •

こ の 測 定 結 果 よ り 、Н e ♦ビームで6 O m C 照 射 し た 場 合 H e  + は 1 . 9 X 1 0 17個 / c m 2 

だ け バ ル ク 中 に 注 入 さ れ た こ と に な る が 、超 伝 導 状 態 を 示 し て い た •
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